
 

 

 

 久留米市民意識調査 

 報告書≪速報版≫ 
 

 

 

 

 

Ⅰ 調査のあらまし 
 

（１）目 的     

市民意識調査は、今後の市政運営の基礎資料を得るために毎年実施しているものです。 

今回の意識調査は、①行政施策 ②子育てしやすいまちづくり（子どもがいきいきと学び・遊

び、子育てしやすいまちを目指して）という２つのテーマについて実施しました。 

 １．行政施策  

久留米市への愛着度、住みやすさ、市の状況をどう感じるかなどについて調査し、久留米市

新総合計画に掲げる施策の目指す成果の達成状況を把握する基礎資料として活用します。 

 ２．子育てしやすいまちづくり（子どもがいきいきと学び・遊び、子育てしやすいまちを目指して）  

久留米市の子ども・子育てを取り巻く現状と市民の意識を調査しました。調査は、①「結婚」

では未婚化や結婚支援について、②「妊娠・出産」では安全・安心な妊娠出産のための環境に

ついて、③「子育て支援」では久留米市の小児医療の認知など、④「子育て環境」では、公園

の状況や校区コミュニティの活動について、⑤「学校教育」では、小・中学校や教育行政につ

いて、⑥「文化芸術・読書」では子どもの文化芸術に触れる機会や読書環境について、最後に

「子育てしやすいまちづくり」の視点で市の現状評価と市が取り組むべきことについて聞いて

います。 

調査の結果は、久留米市が目指す「全国トップクラスの子育てしやすいまちづくり」に向け

た基礎資料として活用します。 

 

（２）調査方法 

○ 調 査 地 域          久留米市全域 

○ 調 査 対 象 者          久留米市に在住する満 20 歳以上の人 

○ サ ン プ ル 数          2,000 

○ 抽 出 方 法          住民基本台帳からの二段無作為抽出法 

○ 実 査 方 法          調査票を郵送し、調査員が訪問回収を行う郵送法併用の留置法 

           （調査票は封筒に封入したものを回収） 

○ 実 査 期 間          平成 27 年７月 22 日～８月５日 

○ 回 収 数 （ 率 ）          １，７３６票（86.8％） 

○ 調査の企画と実施  企画 久留米市 協働推進部 広聴・相談課 

           実施 西日本新聞社 お客さまセンター 調査・マーケティンググループ 
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－ 2 － 

問 あなたは、久留米市は住みやすいと思いますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

住みやすい

46.4%
どちらかといえ

ば住みやすい
35.8%

どちらでもない

10.6%

どちらかといえ

ば住みにくい
5.0%

住みにくい

1.4%

無回答

0.9%

（N=1,736）

買い物や飲食など日常生活に便利

医療や福祉が充実している

緑や自然が多い

通勤・通学に便利

新鮮な農産物やおいしい食べ物が多い

治安がよい

住んでいる人が親切である

48.0

44.3

43.6

32.3

24.6

16.6

15.1

0 30 60 (%)

（N=1,426）

【回答は３つまで】

Ⅱ 主な調査結果 

１．行政施策 

（１）久留米市の住みやすさと住みやすい理由 

◆久留米市は住みやすいと感じている人は約８割。住みやすいと思う主

な理由の上位は、「日常生活の便利さ」「医療や福祉の充実」「緑や自然

の多さ」。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★「住みやすい」「どちらかといえば住みやすい」と回答した人に 
 

付問 あなたが住みやすいと思う主な理由は何ですか。次の中から３つまで（２つ

以内でも構いません）選び、番号に○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上位７項目 

『住みやすい』 

82.2％ 



 

－ 3 － 

Ｆ あなたは、今後も久留米市に住み続け

たいと思いますか。（あてはまる番号に 

１つだけ○印） 

問 あなたは、久留米市に愛着があります

か。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

愛着がある

40.3%

どちらかといえ

ば愛着がある
36.7%

どちらでもない

17.1%

どちらかといえ

ば愛着がない
2.6%

愛着がない

2.4%

無回答

1.0%

（N=1,736）

そう思う

16.2%

どちらかといえ

ばそう思う
62.5%

どちらかと

いえばそう

思わない

12.9%

そう思わない

4.1%

無回答

4.3%

（N=1,736）

いま住んで

いるところに

このまま住み

続けたい

63.6%久留米市内の

別のところに

住みたい

9.4%

久留米市外に

住みたい
4.4%

わからない

21.4%

無回答

1.3%

（N=1,736）

（２）定住意向、久留米市への愛着 

◆約８割の人が久留米市に愛着を持っており、７割を超える人が久留米

市に住み続けたいと思っている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）久留米市の子育てしやすさ 

◆約８割の人が久留米市は子育てしやすいまちだと思っている。 
 

問 あなたは、久留米市のことを子育てしやすいまちだと思いますか。（あてはまる番号に 

１つだけ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『愛着がある』 

77.0％ 
『久留米市に住み続けたい』 

73.0％ 

『そう思う』 

78.7％ 

『そう思う』は 18 歳未満の子ど

もがいる世帯では 82.0％ 
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－ 4 － 

（ア）季節感にあふれている 85.2 12.8

（イ）外で活動しやすい 58.8 39.1

（ウ）安全で安心して暮らせる 70.6 27.7

（エ）心豊かに生活できる 67.6 30.0

『思う』

31.6

12.3

15.7

11.3

53.6

46.5

54.9

56.3

8.4

27.5

21.3

22.5

4.4

11.6

6.4

7.5

2.0

2.1

1.7

2.4

0% 25% 50% 75% 100%

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない 無回答

（N=1,736） 『思わない』

76.110.9 65.2 19.6

3.2

1.0

0% 25% 50% 75% 100%

少し不便を感じる

ことがあっても

積極的に

取り組んでいる

生活に不便の

ない範囲で

取り組んでいる

必要性は感じるが、

取り組んでいない

取り組む必要性を

感じていない

無回答

（N=1,736）
『取り組んでいる』

52.514.1 38.4 29.3 16.9 1.3

0% 25% 50% 75% 100%

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない 無回答

（N=1,736）
『そう思う』

（４）久留米市の状況 

◆久留米市は「季節感にあふれている」（85.2％）と「安全で安心して暮

らせる」（70.6％）で高い評価。 
 

問 久留米市の状況として、次の（ア）～（エ）の事柄について、あなたはどう思われま

すか。（あてはまる番号にそれぞれ１つずつ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（５）環境に配慮した取り組み 

◆生活の中で環境に配慮した取り組みをしている人は 76.1％。 
 

問 あなたは、普段の生活の中で、環境に配慮した取り組みをしていますか。（あてはまる 

番号に１つだけ○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）市民活動への参加意向 

◆５割を超える人が校区コミュニティ活動などの市民活動に参加したい

と思っている。 
 

問 あなたは、地域をよりよくするために、校区コミュニティ活動や自治会活動、ボランテ

ィア活動などの市民活動に参加したいと思いますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

 

 

 

 



 

－ 5 － 

問 最近、結婚する年齢が高くなっていますが、あなたはその原因は何だと思いますか。 

次の中から２つまで（１つでもかまいません）選び、番号に○印をつけてください。 

問 あなたは、安全・安心な妊娠・出産のためには、どのようなことを充実することが重要

だと思いますか。次の中から３つまで（２つ以内でもかまいません）選び、番号に○印

をつけてください。 

問 あなたは、久留米市は安心して妊娠・出産できる環境が整っていると思いますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

80.020.5 59.5 11.9 4.4 3.7

0% 25% 50% 75% 100%

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない 無回答

（N=1,736）
『そう思う』

妊娠・出産についての職場の理解促進

夫・パートナーの育児参加への支援

地域での支援体制

妊娠・出産の正しい知識の啓発

病院・助産所等の施設・設備

46.1

32.1

23.4

22.4

19.9

0 25 50 (%)

（N=1,736）

【回答は３つまで】

定職に就かない若者・非正規雇用の若者が増えたから

適当な結婚相手が見つからない人が増えたから

女性に経済力がついたから

若いうちは趣味や娯楽を楽しみたいと思う人が増えたから

単身生活が便利になったから

35.7

28.3

24.2

20.6

19.6

29.7

29.2

18.4

28.2

17.4

0 20 40 (%)

全体(N=1,736)

結婚していない(n=397)

【回答は２つまで】

２．子育てしやすいまちづくり 

（１）結婚する年齢が高くなっている理由 

◆「定職に就かない若者・非正規雇用の若者の増加」が 35.7％で１位。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）安心して妊娠・出産できる環境 

◆久留米市は安心して妊娠・出産できる環境が整っていると思っている

人は 80.0％。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）安全・安心な妊娠・出産のために必要なこと 

◆「妊娠・出産についての職場の理解促進」が 46.1％で最も高い。 
 

 

 

 

 

 

  

上位５項目 

上位５項目 

※求められる結婚支援策も、 

「安定した雇用の場」（52.4％） 

「男女の出会いの場」（42.2％） 
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－ 6 － 

問 あなたは、小児救急医療電話相談（＃

8000）※を知っていますか。（あてはまる 

番号に１つだけ○印） 

問 あなたは、久留米広域小児救急センタ

ー※を知っていますか。（あてはまる番号

に１つだけ○印） 

問 あなたは、久留米市は小児医療が充実していると思いますか。（あてはまる番号に１つだけ

○印） 

そう思う

32.1%

どちらかといえ

ばそう思う
46.1%

どちらかと

いえばそう

思わない

13.9%

そう思わない

4.4%

無回答

3.3%

（N=1,736）

言葉も内容も

知っている
32.8%

聞いたことは

あるが内容は

知らない

30.6%

知らない

35.2%

無回答

1.4%

（N=1,736）

言葉も内容も

知っている
17.6%

聞いたことは

あるが内容は

知らない

18.6%

知らない

62.3%

無回答

1.6%

（N=1,736）

（４）小児医療の充実 

◆約８割の人が久留米市は小児医療が充実していると思っている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）久留米広域小児救急センター、小児救急医療電話相談（＃8000）の認知 

◆「久留米広域小児救急センター」の言葉も内容も知っている人は

32.8％、「小児救急医療電話相談（＃8000）」では 17.6％。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『そう思う』 

78.2％ 

※「久留米広域小児救急センター」とは… 

  夜間の小児科初期救急診察のため、地域の

小児科医の協力と医療機関の連携により、毎

日午後７時～午後 11 時の間、聖マリア病院

に開設されています。 

※「小児救急医療電話相談（＃8000）」とは… 

  子どもの夜間の急な病気やケガなどの際、

受診すべきかどうか迷ったときに利用でき

る電話相談窓口です。 

小学生以下の子

どもがいる世帯

では 84.9％。 

『知っている』 

63.4％ 

『知っている』 

36.2％ 

小学生以下の子

どもがいる世帯

では 67.9％。 



 

－ 7 － 

問 お住まいの近く（歩いて行ける範囲）に、子どもたちが気軽に利用できる公園・広場は

十分にあると思いますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

問 あなたは、お住まい近くの公園・広場は、子どもの遊び場として、どのような公園であ

ることが望ましいと思いますか。（あてはまる番号にいくつでも○印） 

そう思う

22.3%

どちらかといえ

ばそう思う
34.9%

どちらかと

いえばそう

思わない

26.5%

そう思わない

14.9%

無回答

1.5%

（N=1,736）

清掃が行き届いている

水飲み・手洗い場がある

日陰がある

ベンチがある

十分な広さの広場がある

ボール遊びができる

緑がたくさんある

遊具が充実している

四季の花で彩られている

砂遊びができる

65.0

62.3

60.1

49.4

42.8

39.9

36.1

31.5

25.6

18.3

0 35 70 (%)

（N=1,736）

【複数回答】

（６）公園・広場の状況 

◆６割近くの人が住まいの近くに子どもたちが気軽に利用できる公園が

十分にあると思っている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（７）公園・広場への要望 

◆「清掃」「水飲み・手洗い場」「日陰」への要望が６割を超えて高い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『そう思う』 

57.2％ 

上位 10 項目 
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－ 8 － 

問 あなたは、今後校区コミュニティや自治会で実施している子ども・子育てに関する活動

の企画や運営、または当日のスタッフとして参加してみたいと思いますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

問 校区コミュニティや自治会で実施している子ども・子育てに関する活動の企画・運営や

当日のスタッフとして参加しやすくするためには、どのようなことがあればよいと思い

ますか。（あてはまる番号にいくつでも○印） 

企画・運営の

中心として参加

してもよい

2.3%
企画・運営の

補助として参加

してもよい

8.9%

前日準備や

当日の手伝い

であれば参加

してもよい

26.4%

参加したいとは

思わない
57.4%

無回答

4.9%

（N=1,736）

当日だけの参加など部分的な参加が可能なこと

一緒に参加できる仲間がいること

会議の時間や活動の役割分担などを工夫し、負担を軽減すること

誰かから参加の呼びかけがあること

校区広報誌を活用して情報を発信すること

フェイスブックなどインターネットを活用して情報を発信すること

自分の活動が、地域に貢献していると目に見えて実感できること

その他

特にない

38.8

33.9

24.4

23.3

23.0

13.4

7.9

0.7

24.8

0 20 40 (%)

（N=1,736）

【複数回答】

（８）子ども・子育て活動への参加意向 

◆子ども・子育て活動に参加してもよいと思う人は 37.6％。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（９）活動に参加しやすくするために必要なこと 

◆「部分的な参加ができること」と「仲間がいること」が上位２項目。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『参加してもよい』 

37.6％ 

企画・運営への参加

11.2％ 



 

－ 9 － 

問 あなたは、久留米市の教育行政に関して特にどのようなことを期待しますか。次の中か

ら３つまで（２つ以内でもかまいません）選び、番号に○印をつけてください。 

問 久留米市の小・中学校において、今後特に力を入れてほしいと思われるものはどれです

か。（Ａ）小学校、（Ｂ）中学校のそれぞれについて、次の中からあてはまるものを５つま

で（４つ以内でもかまいません）選び、番号に○印をつけてください。 

いじめ対策や体罰防止を徹底し、安心して学べる学校づくりの推進

教職員の指導力を高める研修の充実

不登校などの課題を抱える子どもと保護者の支援や相談体制の充実

少人数授業などきめ細かな教育を行うための教職員の配置

障害のある子どもが、個に応じた十分な教育を受けるための支援体制の充実

自然体験、社会体験などの学校における体験活動の推進

グローバル化に対応する英語教育の充実に向けた体制整備

54.0

31.6

25.3

19.2

15.8

13.5

13.4

0 30 60 (%)

（N=1,736）

【回答は３つまで】

〈Ａ小学校〉 (%) 〈Ｂ中学校〉 (%)

１位
日常生活に必要な基礎知識を確実に身
につける教育

60.0 １位 生命や人権を尊重する心の教育 39.4

２位 生命や人権を尊重する心の教育 44.1 ２位
基本的な社会のルールを身につける教
育

35.8

３位
基本的な社会のルールを身につける教
育

44.0 ３位
豊かな人間関係づくりやコミュニケーショ
ン力を身につける教育

33.0

４位
健康に生活するための基礎体力を身に
つける教育

40.1 ４位 英語を重視した国際化に対応できる教育 31.8

５位
犯罪や事故から身を守る安全に関する
教育

31.6 ５位
健康や身体・性に関する知識を身につけ
る教育

31.4

６位
豊かな人間関係づくりやコミュニケーショ
ン力を身につける教育

27.4 ６位
進学や就職などの将来の進路のことを重
視した教育

28.8

７位 自転車の安全な乗り方に関する教育 27.2 ７位
日常生活に必要な基礎知識を確実に身
につける教育

27.2

８位 英語を重視した国際化に対応できる教育 22.1 ８位
スマートフォンなどの利用マナーに関す
る教育

26.0

９位
食生活や食に関する知識を身につける
教育

20.2 ９位
犯罪や事故から身を守る安全に関する
教育

25.1

９位
障害のある子どもの状態に応じたきめ細
かな教育

20.2 10位
働くことの意義を理解し、正しい勤労観を
養う教育

23.0

（10）小・中学校で力を入れてほしいもの 

◆小学校では「日常生活に必要な基礎知識を身につける教育」、中学校で

は「生命や人権を尊重する心の教育」が１位。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11）教育行政に期待すること 

◆「いじめ対策や体罰防止を徹底し、安心して学べる学校づくりの推進」

が 54.0％で１位。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上位７項目 

上位 10 項目 (N=1,736) 
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－ 10 － 

問 久留米市は、子どもたちが、音楽や美術、演劇などの文化芸術を鑑賞したり体験するな

ど、文化芸術に触れる機会が十分にあると思いますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

問 今後、子どもたちが文化芸術により親しんでいくために、特にどのようなことが必要だ

と思いますか。次の中から３つまで（２つ以内でもかまいません）選び、番号に○印を

つけてください。 

問 子どもが本に親しみ、進んで読書をするために、家庭や学校、図書館はどのような環境

を整えればよいと思いますか。次の中から３つまで（２つ以内でもかまいません）選び、

番号に○印をつけてください。 

41.96.5 35.4 36.9 12.0 9.2

0% 25% 50% 75% 100%

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない 無回答

（N=1,736） 『そう思う』

学校における文化芸術の鑑賞や体験機会の充実

ホールや美術館などの文化施設における子ども向けの文化芸術イベントの 充実

公園や広場、公民館などの地域の身近な場所における子ども向けの文化芸術イベントの充実

地域の文化芸術や郷土出身の芸術家などについて、知る・学ぶ 機会の充実

子どもたちの文化芸術活動の練習・発表の場の充実

子ども向けの文化芸術イベントに関するさまざまな情報の発信

子ども向けの文化芸術イベントなどの企画に必要な人材 （芸術家など）の紹介

その他

特にない

54.5

28.1

27.5

25.6

22.9

20.9

8.1

1.3

10.0

0 30 60 (%)

（N=1,736）

【回答は３つまで】

家庭で本を読む習慣をつくる

学校での読書の時間を増やす

親自身が読書を楽しむ

家族で図書館に行く機会を増やす

親が子どもに読書をすすめたり、本を与えたりする

学校図書館の本を増やす

市立図書館に子ども向けの本を増やす

家庭での読書の時間を増やす

その他

特にない

53.0

34.0

29.8

25.9

19.8

15.6

13.9

13.7

2.2

7.7

0 30 60 (%)

（N=1,736）

【回答は３つまで】

（12）子どもたちが文化芸術に触れる機会 

◆文化芸術に触れる機会が十分にあると感じている人は 41.9％。 
 

 

 

 

 

 

 
 

（13）子どもたちが文化芸術に親しむために必要な取り組み 

◆「学校での鑑賞や体験機会の充実」が 54.5％で１位。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（14）子どもが本に親しむための環境整備 

◆「家庭で本を読む習慣をつくる」が 53.0％で１位。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学生の子ども

がいる世帯では

70.4％。 



 

－ 11 － 

問 久留米市は「全国トップクラスの子育てしやすいまち」をめざしています。 

（Ａ）あなたが、現在久留米市で子育てについて充実していると思うことはどのようなこ

とですか。（あてはまる番号にいくつでも○印） 

（Ｂ）今後、久留米市は、どのようなことに特に取り組むべきだと思いますか。次の中か

ら５つまで（４つ以内でもかまいません）選び、番号に○印をつけてください。 

母子保健サービスや小児救急医療体制の充実

学童保育所などの放課後対策の充実

子育てに関する相談などの充実

子どもたちが遊ぶ場や機会の充実

子どもを事故や犯罪の被害から守るための対策の推進

子育てのための経済的支援の充実

保育サービスの充実

ひとり親家庭などへの支援の充実

ボランティアなどの活動の推進

青少年健全育成対策の推進

24.1

20.7

15.7

10.8

9.9

8.8

8.5

7.6

7.3

7.0

0 15 30 (%)

（N=1,736）

【複数回答】

〈Ａ.現在充実していると思うこと〉

子どもを事故や犯罪の被害から守るための対策の推進

仕事と子育ての両立支援についての企業への普及・啓発

子育てのための経済的支援の充実

子どもたちが遊ぶ場や機会の充実

児童虐待防止対策の推進

保育サービスの充実

ひとり親家庭などへの支援の充実

学童保育所などの放課後対策の充実

子育てに関する相談などの充実

道路や施設などのバリアフリー化の推進

46.3

33.8

32.4

26.8

24.1

22.3

21.7

21.7

18.7

17.1

0 25 50 (%)

(N=1,736)

【回答は５つまで】

〈Ｂ.今後特に力を入れてほしいこと〉

（15）子育てしやすいまちづくり 

◆充実していると思うことは「母子保健サービスや小児救急医療体制の

充実」が 24.1％で１位。今後特に力を入れてほしいことは「事故や犯

罪被害から守るための対策」が 46.3％で１位。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上位 10 項目 

上位 10 項目 

小学生以下の子どもが

いる世帯では 40.9％。 

就学前の子ども

がいる世帯では

42.5％。 

就学前の子ども

がいる世帯では

50.0％。 

就学前の子ども

がいる世帯では

33.5％。 

小学生の子ども

がいる世帯では

30.2％。 

就学前の子どもがいる

世帯では 38.7％。 
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－ 12 － 

ブロック 校　　区

東 部
山川、山本、草野、善導寺、大橋、船越
水分、柴刈、川会、竹野、水縄、田主丸

北 部
小森野、合川、宮ノ陣、北野、弓削、大城
金島

中央東部 西国分、東国分、御井

南 東 部 上津、高良内、青峰

中 央 部 荘島、日吉、篠山、京町、南薫、長門石

中央南部 鳥飼、金丸、南、津福

南 西 部 荒木、大善寺、安武

西 部
城島、下田、青木・浮島、江上、犬塚
三潴、西牟田

配布数
有効
回収数

有効
回収率

260 232 89.2%

320 262 81.9%

250 206 82.4%

200 184 92.0%

270 235 87.0%

340 299 87.9%

170 150 88.2%

190 168 88.4%

2,000 1,736 86.8%

中 央 南 部

南 西 部

西 部

合 計

ブロック別

東 部

北 部

中 央 東 部

南 東 部

中 央 部

男性

45.6%
女性

54.4%

無回答

-

（N=1,736）

20歳代

11.9%

30歳代

16.1%

40歳代

17.2%50歳代

19.1%

60歳代

23.0%

70歳以上

12.8%

無回答

-

（N=1,736）

世帯の中に就学前の子どもがいる

世帯の中に小学生がいる

世帯の中に中学生がいる

世帯の中に上記以外の18歳未満の子どもがいる

上記にあてはまる人はいない

12.2

11.5

7.6

10.0

68.7

0 40 80 (%)

（N=1,736）

【複数回答】

●調査対象者の構成 

〈性別〉 〈年齢〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈同居家族〉 

 

 

 

 

 

 

 

●ブロック別サンプル構成    ●ブロック別校区名 
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